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保護者の皆様、地域の方々、新年明けましておめでとうございます。

令和２年がスタートしました。皆様、また子どもたちにとりましても輝

かしい年になりますことを心より祈念いたします。

さて、８日から後期の後半がスタートしました。年が改まり、子どもた

ちは気持ちも新たに登校してきました。久しぶりに子どもたちの笑顔や、

元気の良い挨拶に触れ、わくわくしました。３０数年教職を続けてきた私

にとっては、やはり、子どもたちとの出会いが新年の始まりであり、気持

ちを高める日です。やる気に満ちた子どもたちに負けないように今年も頑

張っていきたいと思います。

ところで、年末の全校集会で、子どもたちに「新年に何か１つ目標を決

めて、それに向かって頑張ってください」という話をしました。後期後半

は、授業日が５１日と短いですので、あっという間に過ぎてしまいます。

まずは、事故や怪我がなく安全に過ごすとともに、目標を定め、１日１日

を充実させていくことが大切だと思います。今年も職員一丸となって、子

どもたちの夢や目標の実現に向け、指導や支援を頑張って参ります。

後期後半のスタートに当たっては次のような話をしました。

本校の校訓は『やさしく、かしこく、たくましく』です。それに合わせ

て、４月当初みんなにがんばってもらいたいこととして話した３点につい

てお願いしました。

１ 『やさしく』に関係して

気持ちの良いあいさつと、学校をきれいにすることです。

校長の１日は、みなさんとの気持ちの良いあいさつから始まります。あ

いさつは、人と人をつなぐ大切なことばです。自分自身にも力がわいてき

ますし、周りの人たちを幸せにします。「おはようございます」「こんにち

は」「ありがとうございます」を元気よく言ってください。

２ 『かしこく』に関係して

人の話をよく聞いて、思いを伝え合うことです。

学校は授業が中心になります。その授業が楽しくなることが大切です。

分かった、できた、友達と一緒にできて良かった、助けてもらった。この

ような時に、満足感や充実感を得て楽しくなります。そのために一番大切

なことが「人の話をよく聞くこと」「自分の考えをもち、伝え合うこと」で

す。心がけてください。

３ 『たくましく』に関係して

たくましい心と体を身につけることです。

１・２・３月は一番寒い時期ですが、規則正しい生活リズムが健康な体

をつくる基本になります。寒さに負けず、早寝・早起き・朝ご飯をがんば

ってください。また、１月には持久走大会があります。それに向けて練習

をがんばり、たくましい心と体を身につけてください。

新年にあたり、改めて以上のようなことを話しました。保護者の皆様、

地域の皆様には、今年も何かとお世話になることがあるかと思います。本

校教育へのご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。




